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Tanabe bay is a small embayment connected directly to the Pacific Ocean to the south, whereas frequently suffer from harmful algal blooms 
due to sewage effluent and the local aquaculture industry. For preserving the ecosystem in the bay, it is necessary to understand an oceanic 
structure in the bay along with water exchange at the bay entrance. We thus conduct a comprehensive investigation consisting of a shipboard 
measurement, a season-long platform observation, and a triply nested high-resolution ocean modeling. The water exchange at the bay mouth is 

























（馬場ら，2014）．本研究では，2013 年 8 月上旬〜10 月
中旬に観測塔において実施した係留系等を用いた連続観


















	 湾軸ライン断面内流速分布（図-2 (a), (b)）では北東方
向を正とした湾軸ラインに沿う方向の流速成分を示して



























































17 号，18 号，26 号が来襲し，そのたびに鉛直混合作用を
受けて水温が一様化し，台風通過後の潜熱低下や河川出
水によって再成層化するというプロセスが確認される．
















するため，領域海洋循環モデル ROMS を用いた 3 段階の
ネスティングによる田辺湾モデル（図-5）を構築し，2013
年夏・秋期の高解像度再解析を実施した．JCOPE2（水平
解像度 10 km）→ROMS-L1（同 2 km）→ROMS-L2（同
600 m の瀬戸内海全域モデル；内山ら，2012，2013）を
 
図-4 田辺湾口部に位置する田辺中島高潮観測塔における 2013 年夏・秋期に実施された連続観測結果の一例．上から，潮位，水温鉛
直分布，水深 10 m における塩分，海面上 10 m の風速ベクトル，有義波高，有義波周期，2 級河川流量推定値（日平均値）． 
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ベースに ROMS-L3 領域（田辺湾モデル）を新たに開発
した．L3 領域の格子数は 256 × 256 × 鉛直 32 層，水平解
像度は 120 m であり，L2 の 2 時間平均出力を境界条件と
した．地形データには内閣府中央防災会議によるデータ
（解像度 50m）を与え，海面フラックスは気象庁
GPV-MSM データを用いた COAMPS 型バルク法により












では，周期 28 時間以上を subtidal 成分とし，それ以下の
短周期成分を日周，半日周，周期 8 時間以下の乱流成分





は 800 m3/s を超えるが，これらは全体の変動レベルの
40％以上にも及ぶ．湾口ライン内側の田辺湾の容積を流
量 RMS で除すことにより求められる海水交換時間スケ






















subtidal T > 28 884 44.07 4.70 
日周期 20< T ≤ 28 220 10.97 18.89 
半日周期 6 < T ≤ 20 838 41.77 4.96 

















































subtidal diurnal semi−diurnal turbulence
 
図-6	 田辺湾口ライン（図-1 黒実線）を通過する体積フラックスの時系列．（上）2 時
間平均値，（下）周波数分解された体積フラックス．下段では，周期 28 時間以上
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中の L3 領域を含む正方形ボックス内の拡大図である． 
 
図-9	 図-8 と同じ．ただし，流入イベント時（2013/8/30）
のスナップショット． 
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